
広島信用金庫の環境への取組みについて

【SDGｓへの取組みについて】

広島信用金庫は、令和 2 年５月、「ひろしんグループＳＤＧｓ宣言」を策定し、

「環境保全」を含む３つをテーマを掲げ、協同組織金融機関である信用金庫の

使命として、地域経済の持続的発展に取り組んでおります。

ひろしんグループは、より豊かな環境を将来の世代に引き継いでいくため、

その解決に積極的かつ継続的に取り組むとともに、お取引先の環境保全に向け

た各種取組みを支援し、地域全体で eco な社会づくりに貢献してまいります。

【環境方針と主な取組み内容について】

＜広島信用金庫 環境方針＞

（基本理念）

広島信用金庫は「地域と共に豊かな未来を創る」という経営理念のもと、風

光明媚な瀬戸内海をはじめ緑豊かな山々や丘陵に囲まれたすばらしい自然環境

を将来の世代に引き継ぐことが社会的責務であると認識し、以下の方針に従っ

て環境の保全と循環型社会の形成に積極的に取組みます。

（基本方針）

１．環境保全活動の継続と向上

当金庫が行う事業活動の中で環境目的・目標を定め、その達成を目指すと

共に、環境マネジメントシステムの定期的な見直しおよび継続的な改善を図り

ます。

① 省エネルギー、省資源、グリーン購入に取組み、温室効果ガスの排出量削

減など環境への負荷低減や環境汚染の予防に努めます。

② 環境保全に役立つ金融商品およびサービス等の提供により地域への貢献

に努めます。



③ 当金庫で働くもしくは当金庫のために働く全ての人が環境方針を理解し、

環境に対する意識の向上を図ると共に環境に配慮した行動に努めます。

２．環境関連法規制等の順守

環境に関する法規制等および当金庫が同意するその他の要求事項を順守し

ます。

３．環境方針の公開

この環境方針は、当金庫のホームページなどで内外に公表します。

＜主な取組み内容＞

●当金庫が行う事業活動によって生じる環境負荷を低減します。（電気やＯＡ用

紙の使用量削減等）

●金融業務（環境関連商品の提供）を通じて、お客様の環境保全への取組みを

お手伝いします。

●環境保護活動や美化活動（地域貢献活動）に、積極的に取組みます。

【環境関連商品について】

●「SDGｓ私募債」

SDGｓ私募債は、私募債を発行されるお客様から当金庫が受け取る手数料

の一部を活用し、お客様が選定した寄付・寄贈品をＳＤＧｓに資する団体等へ

寄付・寄贈を行うものであり、環境保全の目的にもご利用いただけます。

●「住宅ローン」（＜ひろしん＞環境配慮型住宅ローン金利優遇制度）

広島市の定める「環境配慮型分譲マンション（環境性能レベル３以上）」の

住戸を購入する方で、対象商品の融資条件を満たし、かつ当初固定金利期間３

年を選択する方には、通常の住宅ローンと比べ、貸出金利を引き下げさせてい

ただきます。

【環境保全活動について】

●「エコキャップ」の寄贈

ペットボトルキャップの分別回収に取組み、「世界の子どもにワクチンを日

本委員会／JCV」へ寄贈しています。

●「散乱ゴミ追放キャンペーン～ごみゼロ･クリーンウォーク」の参加

広島市内の清掃に参加しています。



【自動車環境計画書・自動車環境報告書について】

自動車に係る温室効果ガスの排出抑制を図るため、広島市の「自動車環

境管理制度」に基づき作成した「自動車環境計画書」および「自動車環境

報告書」を公表しています。

【事業活動環境計画書・事業活動環境報告書について】

事業者として温室効果ガスの排出抑制を図るため、広島市の「事業活動

環境配慮制度」に基づき作成した「事業活動環境計画書」および「事業活

動環境報告書」を公表しています。

【屋上緑化施設の設置について】

地球温暖化やヒートアイランド現象など

の環境問題への取組みとして、広島信用金

庫が有信廿日市ビル（１～２Ｆ：廿日市中

央支店）を借り受け、芝生スペースの設置

や米・トマト・キャベツなど四季折々の作

物を水耕栽培で育てております。

また、農業や環境に関心を持ってもらう

ため、毎年、テナント入居されている保育

園の園児を招いて収穫体験会を開いており、

農作物の生育を通じた食育の実践にもつなげています。

【クールビズ、ウォームビズの実施について】

冷暖房の使用を１℃控えるだけで大きなエネルギー削減効果が期待できるこ

とから、当金庫では、夏季のクールビズ、冬季のウォームビズを実施し、空調

温度の適正化を図っております。

（ただし、窓口業務を行う各店ロビーについては、お客様に不快のないよう適

宜温度調節を行っております。）

【ペーパーレス化の促進について】

●お取引先向けサービス

通帳のペーパーレス化に取り組んでおり、スマートフォンで明細・残高を確

認できる「通帳アプリ」への切り替えを進めています。

●内部事務

本部で回覧する稟議書のペーパーレス化を進めています。

詳しくは当金庫ホームページをご覧ください。

https://www.hiroshin.co.jp


